


　

歳
入
歳
出
の
補
正
予

算
は
１
億
８
０
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を

44
億
４
３
０
０
万
円
と
し
ま

し
た
。　　

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

食
育
・
出
前
授
業
事
業
で

３
８
４
万
円
、認
定
こ
ど

も
園
外
周
盛
土
工
事
で

５
０
０
万
円
、水
道
配
水
管

更
新
に
伴
う
特
別
会
計
繰

出
金
で
３
６
７
０
万
円
、パ

ン
ケ
沼
底
質
改
善
事
業
補
助

金
で
１
７
４
３
万
円
、し
じ

み
人
工
種
苗
生
産
試
験
事
業

補
助
金
で
１
８
０
万
円
、ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
経
費
で

２
８
５
万
円
の
追
加
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 
　平成 29 年６月定例会は、６月 22 日に開会し、会
期を 23 日までの２日間と決め、４議員が一般質問を
行い、基幹産業、防災などについて活発な議論が交わ
されました。
　また、平成 29 年度一般会計、特別会計の補正予算
案などの議案を審議し、原案通り可決し、会期を１日
残して閉会しました。

２９ 

年
度
補
正
予
算

し
じ
み
関
連
事
業・水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　

 

な
ど
で
１
億
８
０
０
万
円
を
追
加

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
紙

ベ
ー
ス
で
作
成
し
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、作
成
後
、

国
や
道
な
ど
か
ら
新
た
な

指
針
が
出
る
の
で
は
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
掲

示
す
る
も
の
は
更
新
で
き
る

よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て

い
き
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

作
成
後
の
情
報
更
新
を

❷

●
一
般
会
計

●
一
般
会
計

質
疑
要
旨

質
疑
要
旨

 ▲町のホームページで閲覧できる防災マップ

住
民
課
長

住
民
課
長

横
山



３
件
に
つ
い
て
原
案
可
決
。

①
泉
源
浄
水
場
築
造
工
事

　

㈱
石
山
組
と
契
約
。

②
泉
源
浄
水
場
機
械
設
備

　

工
事

　

オ
ル
ガ
ノ
㈱
と
契
約
。

③
泉
源
浄
水
場
電
気
設
備

　

工
事

　

三
村
電
機
工
業
㈱
と
契

　

約
。

●
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算

　
書
の
報
告

　

持
家
住
宅
等
建
設
促
進

事
業
の
補
助
金
等
の
確
定

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
翌

●
天
塩
町
農
業
委
員
会
委
員

　
の
任
命

　

11
名
の
農
業
委
員
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
。

※
農
業
委
員
会
制
度
の
改

正
に
伴
い
、こ
れ
ま
で
の
公

選
制
が
廃
止
さ
れ
、町
長
が

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

す
る
仕
組
み
に
変
わ
り
ま

し
た
。任
期
は
７
月
20
日
か

ら
３
年
間
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

泉
源
浄
水
場
整
備
関
連

の
工
事
請
負
契
約
の
締
結

年
度
に
繰
越
し
。

●
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

　
書
の
報
告

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
拠
点
等
整
備
事
業
な

ど
５
億
２
４
０
万
円
を
翌

年
度
に
繰
越
し
。

●
「
全
国
規
模
の
総
合
的

　
な
ア
イ
ヌ
政
策
の
根
拠

　
と
な
る
新
た
な
法
律
の

　
早
期
制
定
を
求
め
る
意

　
見
書
」を
国
に
提
出
。

専決処分８件を承認。
各常任委員会、議会運
営委員会、特別委員会
の構成は変更なし

そ 
の 

他

　
５
月
30
日
に
招
集
さ
れ

た
第
１
回
臨
時
会
で
は
、平

成
28
年
度
各
会
計
補
正
予

算
７
件
、条
例
改
正
１
件
、

合
計
８
件
の
専
決
処
分
を

承
認
し
た
ほ
か
、２
年
間
の

任
期
満
了
に
伴
い
、総
務

文
教
・
産
業
厚
生
の
各
常

任
委
員
会
、議
会
運
営
委
員

会
、議
会
広
報
特
別
委
員
会

の
委
員
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任

し
た
後
、各
委
員
会
に
お
い

て
委
員
長
、副
委
員
長
が
互

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
町
税
条
例
の

一
部
改
正
案
な
ど
の
議
案

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

❸

氏　名
住　所

（通称）
  新任・
  再任の別

１ 山下　雅博 北更岸 新任

２ 伊藤　淳一 東産士 新任

３ 満保　　豊 泉　源 再任

４ 宍戸　栄一 東産士 再任

５ 湯澤　敏孝 干　拓 再任

６ 奥山　　稔 更岸南 再任

７ 佐藤　博幸 泉　源 再任

８ 臺川　幸弘 作　返 新任

９ 高橋　一博 辰子丑 新任

10 安川　和範 南川口 再任

11 谷村　敏彦 山手裏８ 再任

農業委員に任命された方（議案提出順）

総務文教
常任委員会

産業厚生
常任委員会

議会運営
委 員 会

議会広報
特別委員会

委 員 長 遠 藤       功 横 山   　敦 草 刈  幸 男 後 藤 　　忍

副委員長 佐々木 裕之 谷 村  敏 彦 渡 辺  修 勝 横 山 　　敦

委　　員 後 藤 　  忍 草 刈  幸 男 遠 藤   　功 佐々木 裕 之

委　　員 渡 辺  修 勝 石 山  直 継 横 山   　敦 谷 村　敏 彦

天塩町議会の構成（平成29 年５月30 日～）

 ※各委員会の委員、正副委員長ともに平成 27 年に選任した議会構成と変更はありません



❹

ま
え
、今
年
度
に
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
覆
砂
が
環
境
省

か
ら
許
可
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。来
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、現
在
、漁
協
等
の
関

係
機
関
と
協
議
を
続
け
て

い
ま
す
。

⑤
い
ず
れ
の
事
業
も
留
萌

開
建
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

シ
ジ
ミ
棚
整
備
に
つ
い
て

は
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
が
生
息

し
や
す
い
汽
水
環
境
を
再

生
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
お
り
、ま
た
旧
河

川
の
環
境
整
備
は
汽
水
環

境
や
静
水
環
境
を
再
生
し
、

生
物
の
生
育
環
境
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
事
業
効
果

の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

①
サ
ク
シ
ー
ド
フ
ァ
ー
ム

（
研
修
牧
場
）の
設
置
は
。

②
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、思
い
切
っ
た
支
援

を
す
る
べ
き
で
は
。

③
今
後
の
覆
砂
事
業
に
つ

い
て
、町
の
考
え
は
。

①
大
型
法
人
の
設
立
に
合

わ
せ
て
検
討
を
進
め
た
い
。

②
農
業
者
と
話
を
詰
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、全
て

整
理
さ
れ
れ
ば
支
援
に
つ

い
て
議
会
と
相
談
し
な
が

ら
進
め
た
い
。

③
環
境
省
に
よ
る
と
、パ
ン

ケ
沼
の
自
然
再
生
を
目
的

に
、様
々
な
関
係
者
を
集
め

た
団
体
で
提
案
し
な
け
れ

ば
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ

り
、そ
れ
が
可
能
か
漁
協
、

開
発
局
を
含
め
て
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 　　

３
月
定
例
会
で
、こ
れ
ま

で
の
一
般
質
問
に
係
る
検

証
結
果
に
つ
い
て
質
問
し

た
が
、結
果
を
い
た
だ
い
て

い
な
い
。報
告
は
で
き
る
の

か
。

　

し
っ
か
り
報
告
す
る
よ

う
努
め
た
い
。

　
一
　
般
　
質
　
問⑤

天
塩
川
に
シ
ジ
ミ
棚
を

つ
く
る
事
業
は
継
続
し
て

い
く
の
か
。ま
た
、振
老
の

三
日
月
湖
（
旧
河
川
）の
利

用
状
況
は
。

①
平
成
27
年
９
月
定
例
会

で
は
、Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の

設
立
に
至
ら
な
か
っ
た
と

答
弁
し
ま
し
た
が
、昨
年
か

ら
別
の
農
業
者
で
飼
料
収

穫
の
共
同
化
や
個
別
経
営

計
画
の
作
成
、Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
の
運
営
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

②
25
年
度
か
ら
現
在
ま
で

に
搾
乳
中
止
を
し
た
戸
数

は
22
戸
で
、要
因
は
高
齢
・

後
継
者
不
足
が
７
戸
、経
営

難
が
７
戸
、病
気
・
ケ
ガ
が

４
戸
、そ
の
他
４
戸
で
す
。

①
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
支

援
策
は
。

②
近
年
、年
に
３
、４
軒
程

度
の
離
農
が
あ
る
が
、そ
の

事
情
は
検
証
し
て
い
る
か
。

現
在
の
農
家
戸
数
は
。

③
国
営
総
合
農
地
防
災
事

業
の
完
成
後
の
計
画
は
。

④
パ
ン
ケ
沼
の
覆
砂
事
業

に
つ
い
て
、今
後
、シ
ジ
ミ

資
源
の
安
定
確
保
の
た
め

の
計
画
の
考
え
は
。明
確
な

方
向
性
が
あ
る
の
な
ら
ば
、

国
や
道
に
陳
情
を
重
ね
て

い
く
べ
き
で
は
。

町
と
し
て
も
、農
家
数
の
減

少
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
取
組
み
を
最
重
要
課
題

と
認
識
し
て
い
ま
す
。現
在

の
農
家
戸
数
は
搾
乳
戸
数

85
戸
、育
成
・
肉
用
牛
飼
養

戸
数
16
戸
と
な
っ
て
い
ま

す
。

③
飼
料
生
産
基
盤
の
整
備

を
契
機
に
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
設
立
な
ど
の
機
運
が

醸
成
さ
れ
れ
ば
町
と
し
て

も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

④
覆
砂
事
業
は
平
成
20
～

28
年
度
の
35
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
実
施
で
完
了
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、保
護
区
の

う
ち
計
画
に
含
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
区
域
が
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
り
、覆
砂
に
よ
る

効
果
が
確
認
で
き
た
こ
と
、

漁
業
者
の
強
い
要
望
も
踏

町
長
町
長

石
山
直
継
議
員

 

　
　  

離
農
を
食
い
止
め
る
取
組
み
は
最
重
要
課
題

町長
　 
基
幹
産
業
の
振
興
対
策
は

基幹産業

石
山
直
継 

議
員

石
山

石
山

石
山

町
長
町
長

農
業
振
興
対
策
室
長

農
業
振
興
対
策
室
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長



横
山

横
山

石
山
直
継
議
員

　
　

 

　
　  
施
設
管
理
計
画
を
策
定
し
た
い

教育長

　 
町
民
プ
ー
ル
・
ス
キ
ー
場
を
ど
う
す
る

教　育

横
山
敦 

議
員

②
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
の

耐
用
年
数
が
20
年
を
超
過

し
て
い
る
。安
全
性
の
確
保

と
大
規
模
整
備
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

③
運
営
に
尽
力
し
て
い
る

ス
キ
ー
連
盟
会
員
の
高
齢

化
に
よ
る
人
材
不
足
も
懸

念
さ
れ
て
お
り
、ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
り
難

局
を
迎
え
て
い
る
。今
後
の

運
営
に
対
す
る
考
え
は
。

①
高
校
と
の
協
議
は
そ
れ

以
降
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

②
修
理
委
託
業
者
と
十
分

協
議
を
し
な
が
ら
安
全
性

を
担
保
す
る
た
め
に
必
要

な
修
繕
予
算
案
を
提
案
し

て
い
た
状
況
で
す
。

③
早
々
に
方
針
を
明
ら
か

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
規
模
な
整
備
に
つ
い
て

は
非
常
に
大
き
な
金
額
が

出
て
く
る
想
定
で
す
。早
め

に
協
議
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。  　

プ
ー
ル
は
１
人
当
た
り

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

１
人
約
２
２
０
０
円
、ス

キ
ー
場
は
１
０
７
円
。数
字

上
だ
け
で
見
る
と
、ス
キ
ー

場
の
費
用
対
効
果
と
ニ
ー

ズ
の
高
さ
は
は
っ
き
り
し

て
い
る
。こ
れ
ら
を
し
っ
か

り
考
慮
し
た
上
で
今
後
の

方
針
と
施
設
管
理
計
画
策

定
に
早
急
に
取
り
掛
か
る

必
要
が
あ
る
。

①
全
町
有
施
設
の
管
理
計

画
策
定
に
着
手
を
し
て
い

る
の
か
。

②
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い

雄
信
内
プ
ー
ル
の
活
用
を

内
部
や
学
校
運
営
協
議
会

で
協
議
し
て
み
た
い
と
の

答
弁
だ
っ
た
が
、協
議
の
結

果
と
活
用
方
法
は
。こ
れ
ら

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
閉
校
し

た
学
校
施
設
な
ど
、こ
の
利

活
用
や
民
間
へ
の
売
却
処

分
を
至
急
進
め
る
べ
き
。有

効
利
用
さ
れ
て
い
な
い
施

設
の
活
用
こ
そ
が
地
方
創

生
の
一
役
を
担
う
施
設
と

な
り
得
る
。

 

①
対
応
す
る
課
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。社
会
教
育
施

設
（
閉
校
し
た
学
校
施
設
）

は
農
村
部
に
残
っ
て
い
ま

す
が
、施
設
が
老
朽
化
し
、

管
理
す
る
こ
と
自
体
が
大

変
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。あ
る
べ
き
方
向
性
を

出
し
て
い
け
る
よ
う
に
し

た
い
。

②
雄
信
内
プ
ー
ル
の
活
用

に
つ
い
て
は
、多
く
の
案
が

出
て
お
ら
ず
そ
の
後
の
進

展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

て
い
ま
す
。方
針
を
決
定
次

第
、施
設
管
理
計
画
を
策
定

し
た
い
。

②
町
民
プ
ー
ル
は
昭
和
46

年
建
設
、耐
用
年
数
は
30
年

で
す
。町
民
ス
キ
ー
場
は
昭

和
48
年
開
設
、リ
フ
ト
設
置

は
昭
和
62
年
、耐
用
年
数
は

概
ね
10
年
で
す
。

③
プ
ー
ル
の
開
設
期
間
は

７
月
１
日
～
９
月
中
旬
、ス

キ
ー
場
は
、１
月
３
日
～
２

月
末
で
す
。

④
町
民
プ
ー
ル
管
理
経
費

は
約
６
０
２
万
円
、う
ち
修

繕
料
は
約
３
３
２
万
円
で

す
。町
民
ス
キ
ー
場
管
理
経

費
は
約
４
０
９
万
円
、う
ち

修
繕
料
は
約
34
万
円
で
す
。

　

方
針
と
施
設
管
理
計
画

な
く
し
て
、単
年
度
ご
と
に

計
画
性
の
な
い
多
額
の
修

　

各
施
設
と
も
に
老
朽
化

が
進
み
、安
全
な
施
設
運
営

に
は
大
規
模
な
改
修
が
必

要
と
予
想
さ
れ
る
。

①
今
後
の
方
針
と
計
画
の

策
定
は
済
ん
で
い
る
の
か
。

②
施
設
の
設
置
年
度
及
び

耐
用
年
数
は
。

③
開
設
期
間
は
。

④
昨
年
度
の
管
理
経
費
と
、

う
ち
修
繕
費
は
。

 

①
今
後
の
方
針
と
施
設
管

理
計
画
は
、ま
だ
定
め
て
い

ま
せ
ん
が
、施
設
を
維
持
す

る
た
め
の
修
繕
等
は
行
っ

繕
費
を
費
や
す
の
は
行
政

運
営
上
、大
変
危
険
。大
規

模
修
繕
に
よ
り
廃
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ

た
場
合
、か
け
て
き
た
費
用

が
無
駄
に
な
る
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
。

①
天
塩
高
校
プ
ー
ル
の
一

般
開
放
に
つ
い
て
高
校
側

か
ら
前
向
き
な
回
答
を
も

ら
っ
て
い
る
が
、そ
の
後
の

協
議
の
進
展
は
。

町
長
町
長

❺

横
山

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

 ▲休止状態の雄信内プール



谷
村

上
さ
れ
て
い
る
が
、給
付
対

象
範
囲
の
内
訳
は
。

②
受
給
対
象
外
の
高
校
生

や
所
得
制
限
の
該
当
者
の

数
は
。

①
平
成
23
年
度
ま
で
は
道

の
事
業
と
同
じ
基
準
で
乳

幼
児
の
通
院
・
入
院
、小
学

生
の
入
院
を
対
象
に
支
給

し
て
い
ま
し
た
が
、平
成

24
年
度
か
ら
は
そ
れ
に
加

え
て
中
学
生
の
通
院
・
入

院
に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま

す
。今
年
度
予
算
の
給
付
対

象
の
内
訳
は
、道
の
基
準

と
同
じ
対
象
の
未
就
学
児

の
通
院
・
入
院
と
小
学
生

の
入
院
は
５
０
０
万
円
、町

単
独
の
小
学
生
の
通
院
が

２
０
０
万
円
、同
じ
く
町
単

独
の
中
学
生
の
通
院
・
入

院
が
１
０
０
万
円
、合
わ
せ

石
山
直
継
議
員

　
　

 

　
　 
必
要
額
を
精
査
し
て
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い

町長
　 
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
対
象
の
拡
大
を

子育て

谷
村
敏
彦 

議
員

 　

概
ね
１
５
０
万
円
程
度

で
対
応
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

　

高
校
に
つ
い
て
は
、間
口

減
と
な
ら
な
い
よ
う
天
塩

町
も
入
学
生
確
保
の
努
力

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、医
療

費
な
ど
も
含
め
た
形
で
助

成
が
で
き
る
と
良
い
の
で

は
。天
塩
の
子
ど
も
た
ち
全

て
に
補
助
が
当
た
る
よ
う

行
う
べ
き
。所
得
制
限
を
外

し
、実
施
拡
大
を
図
る
こ
と

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

 　

子
育
て
環
境
の
改
善
を

進
め
て
い
く
意
味
で
は
重

要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

必
要
額
を
精
査
し
、近

隣
・
道
内
市
町
村
の
情
報

の
再
確
認
を
し
な
が
ら
、前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　

乳
幼
児
等
医
療
の
給
付

に
関
す
る
条
例
で
は
、乳
幼

児
等
を
養
育
す
る
家
庭
が

健
康
で
明
る
い
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、乳

幼
児
等
の
療
養
に
要
し
た

費
用
を
給
付
し
乳
幼
児
の

健
全
な
育
成
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、所
得
制
限

を
取
り
除
く
べ
き
。近
隣
町

村
で
は
所
得
制
限
な
し
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
。

①
今
年
度
、乳
幼
児
等
の
医

療
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

８
０
０
万
円
の
予
算
が
計

て
８
０
０
万
円
で
す
。受
給

者
証
を
交
付
し
て
い
る
人

数
は
、平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
で
未
就
学
児
１
３
０

名
、小
学
生
１
３
５
名
、中

学
生
71
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。

②
高
校
生
に
つ
い
て
は
75

名
程
度
と
考
え
て
い
ま
す
。

所
得
制
限
の
該
当
者
に
つ

い
て
は
12
件
、20
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

高
校
生
約
75
名
と
、所
得

制
限
の
あ
る
20
名
も
含
め

て
、ま
ん
べ
ん
な
く
全
て
の

子
ど
も
た
ち
に
助
成
を
行
っ

た
場
合
、ど
の
程
度
の
金
額

に
な
る
か
算
出
し
た
こ
と
は

あ
る
の
か
。

町
長
町
長

町
長
町
長

❻

谷
村

福
祉
課
長

福
祉
課
長

市町村名

給付対象

所得制限 自己負担乳幼児
（入院・通院）

小学生 中学生
（入院・通院）

高校生
（入院・通院）入院 通院

天塩町 〇 〇 〇 〇 × あり 全額助成
幌延町 ○ ○ ○ ○ ○ なし 全額助成
遠別町 ○ ○ ○ ○ ○ なし 全額助成

初山別村 ○ ○ ○ ○ ○ なし 全額助成
羽幌町 ○ ○ ○ ○ × なし 全額助成
苫前町 ○ ○ ○ ○ ○ なし 全額助成
小平町 ○ ○ ○ ○ ○ なし 全額助成
増毛町 ○ ○ × × × あり 一部負担あり

乳幼児等医療給付事業の近隣町村の拡大実施状況　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（平成29 年４月１日現在。北海道のデータをもとに作成）

谷
村



❼

石
山
直
継
議
員

　
　

 

　
　  
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
努
め
た
い

町長

　 
災
害
時
の
防
災
体
制
の
整
備
を

防　災

遠
藤
功 

議
員

や
近
隣
で
借
用
で
き
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
現
況
で
は
洪
水
時
浸
水

想
定
区
域
図
、津
波
浸
水

予
想
図
、商
工
会
青
年
部

発
行
の
テ
シ
オ
・
タ
ウ
ン

ブ
ッ
ク
を
利
活
用
し
て
い

ま
す
。

⑤
地
域
防
災
計
画
、職
員

初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
、避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑥
27
年
度
末
に
避
難
行
動

要
支
援
者
避
難
計
画
（
全

体
プ
ラ
ン
）を
策
定
し
て

い
ま
す
。地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
後
、要
支
援
者

と
な
る
人
に
災
害
時
要
支

援
者
登
録
申
出
書
を
提
出

し
て
も
ら
い
、個
人
プ
ラ

ン
の
策
定
を
進
め
る
予
定

で
す
。

⑦
介
護
老
人
保
健
施
設
に

つ
い
て
は
、消
防
計
画
書

と
地
震
防
災
応
急
計
画
書

が
あ
り
ま
す
が
、風
水
害

の
計
画
書
は
な
く
、平
成

30
年
度
末
ま
で
に
は
完
成

さ
せ
た
い
。避
難
訓
練
に

つ
い
て
は
、火
災
を
想
定

し
た
も
の
の
み
の
実
施
で

あ
り
、他
の
災
害
を
想
定

し
た
訓
練
実
施
に
向
け
て

関
係
機
関
と
検
討
し
ま

す
。医
療
施
設
に
つ
い
て

も
、計
画
や
避
難
訓
練
の

状
況
は
同
様
で
す
。

⑧
現
状
で
は
、多
く
は
町

外
の
方
で
吹
雪
等
に
よ
り

通
行
止
め
と
な
っ
た
場
合

な
ど
の
一
時
的
な
避
難
を

想
定
し
て
お
り
、そ
の
際

に
は
多
目
的
室
の
開
放
や

毛
布
の
配
付
な
ど
の
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。避
難

が
長
期
に
わ
た
る
と
想
定

さ
れ
る
場
合
な
ど
は
夕
映

な
ど
へ
の
移
動
を
誘
導
し

て
い
ま
す
。

①
自
主
防
災
組
織
が
担
う

べ
き
範
囲
は
重
要
。全
町
内

会
に
組
織
再
編
を
促
す
こ

と
が
急
務
で
は
。

②
道
路
網
し
か
頼
れ
な
い

地
域
の
事
情
を
考
え
る
と

き
、道
の
駅
の
避
難
所
と
し

て
の
防
災
機
能
の
充
実
を

図
る
べ
き
で
は
。

①
地
域
に
細
か
な
説
明
を

し
な
が
ら
組
織
化
を
進
め
、

命
・
財
産
を
守
れ
る
よ
う

な
体
制
を
作
り
上
げ
て
い

き
た
い
。

 

②
国
土
交
通
省
で
は
、道
の

駅
を
防
災
拠
点
と
し
て
位

置
づ
け
る
取
組
み
を
開
始

し
て
い
ま
す
。単
独
で
の
整

備
、あ
る
い
は
周
辺
施
設
と

の
連
携
に
よ
り
地
域
一
帯

で
防
災
拠
点
化
を
図
る
こ

と
が
望
ま
し
い
の
か
、関
係

者
と
協
議
し
、防
災
計
画
の

枠
組
み
の
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

 

①
町
内
会
と
の
関
係
が
大

事
に
な
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。犠
牲
者
を
出
さ
な
い

よ
う
努
力
し
た
い
。

②
道
の
駅
を
持
っ
て
い
る

市
町
村
同
士
の
連
携
が
必

要
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。旅
行
者
に
安
全
・
安
心

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

の
個
別
計
画
の
策
定
や
地

域（
町
内
会
）へ
の
周
知
は
。

⑦
風
水
害
時
の
福
祉
、医
療

施
設
の
災
害
対
策
計
画
の

策
定
状
況
と
訓
練
の
実
態

は
。

⑧
道
の
駅
に
つ
い
て
、厳
冬

期
の
暴
風
雪
災
害
時
の
拠

点
と
し
て
の
使
命
を
果
た

す
た
め
の
機
能
整
備
の
取

組
み
は
。

①
台
風
災
害
発
生
時
の
避

難
勧
告
と
避
難
指
示
の
違

い
が
具
体
的
に
わ
か
る
情

報
の
発
令
は
。

②
孤
立
の
恐
れ
の
あ
る
地

域
へ
の
食
料
の
備
蓄
と
輸

送
ル
ー
ト
は
。

③
非
常
用
電
源
の
整
備
状

況
と
移
動
電
源
車
の
確
保

は
。

④
各
機
関
が
共
通
使
用
で

き
る
地
図
の
整
備
は
。

⑤
災
害
対
策
本
部
が
と
る

べ
き
行
動
を
時
系
列
で
示

さ
れ
て
い
る
か
。

⑥
障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
、

避
難
に
支
援
を
要
す
る
人

①
避
難
勧
告
は
住
民
・
滞

在
者
の
生
命
・
身
体
の
保

護
を
目
的
に
安
全
な
場
所

へ
の
立
ち
退
き
を
求
め
る

も
の
で
、さ
ら
に
危
険
が

切
迫
し
て
い
る
場
合
の
命

令
に
あ
た
る
も
の
が
避
難

指
示
で
す
。現
状
の
伝
達

手
段
は
防
災
無
線
、広
報

車
に
よ
る
巡
回
広
報
、テ

レ
ビ
局
で
の
デ
ー
タ
放
送

依
頼
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

②
町
内
の
複
数
個
所
に
配

置
し
て
お
り
、車
両
に
よ

る
輸
送
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

③
非
常
用
電
源
機
は
パ
ソ

コ
ン
な
ど
が
使
用
で
き
る

も
の
が
３
台
あ
り
ま
す
。

町
所
有
の
移
動
電
源
車
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、災
害
協

定
に
よ
り
速
や
か
に
町
内

町
長
町
長

遠
藤

住
民
課
長

住
民
課
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

町
長
町
長

 ▲非常用発電機

遠
藤



◎委員長　　後藤  忍　
○副委員長　横山  敦
☆委員　　   佐々木 裕之　
　　　　　    谷村  敏彦　

次の定例会は
９月 13 日～ 15 日の予定です。
( 一般質問は初日に行う予定です）

  編集・発行
   議会広報特別委員会

この議会だよりは、わかりやすく、読みやすい　　　　　　　 を使用しています。

表
紙
の
写
真

　

７
月
１
日
（
土
）、フ
ァ

ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
認
定
こ
ど
も
園
お

ひ
さ
ま
の
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

写
真
は
、紅
白
対
抗
の
綱

引
き
の
一
場
面
で
す
。あ
い

い
き
サ
ロ
ン
（
バ
ス
送
迎

あ
り
）に
は
35
人
ほ
ど
が
参

加
し
、保
健
師
さ
ん
に
よ
る

健
康
相
談
は
と
て
も
た
め

に
な
り
ま
す
ね
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
感
じ
る
こ
と
は
？

　

町
外
の
病
院
へ
の
通
院

お
で
か
け
サ
ロ
ン
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
の
活
動
は
？

　

月
に
各
１
回
、計
２
回
、

会
員
が
集
ま
り
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。お
で
か
け
サ

ロ
ン
（
送
迎
な
し
）の
参
加

は
15
人
ほ
ど
で
す
が
、い
き

が
大
変
で
す
。運
転
で
き
る

う
ち
は
良
い
で
す
が
、運
転

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
の

こ
と
を
考
え
る
と
通
院
に

不
安
が
あ
り
ま
す
。　

　

除
雪
の
際
、雪
が
道
路
脇

に
寄
せ
ら
れ
て
玄
関
前
に

残
さ
れ
る
の
で
、も
う
少
し

丁
寧
だ
と
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。他
に
は
町
営
住
宅
の

修
繕
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し

い
で
す
。

議
会
や
議
会
だ
よ
り
の

　
　
　
　
　
　
印
象
は
？ 

　

内
容
は
難
し
い
で
す
が
、

意
味
が
わ
か
れ
ば
お
も
し
ろ

い
で
す
。時
間
に
余
裕
が
あ

る
の
で
、今
後
も
議
会
だ
よ

り
は
読
も
う
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
（
取
材 

佐
々
木
・
谷
村
）

 ▲参加者の皆さん（老人福祉センター）

認
定
こ
ど
も
園
お
ひ
さ
ま
運
動
会

　
（
７
月
１
日
）

お
で
か
け
サ
ロ
ン
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

問
い
合
わ
せ
は
社
協
ま
で
！

№４

❽

に
く
の
天
候
の
た
め
、屋

内
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、保
護
者
た
ち
が
見

守
る
中
、み
ん
な
の
力
を
合

わ
せ
て
「
よ
い
し
ょ
！
よ

い
し
ょ
！
」と
元
気
に
綱
を

引
っ
張
っ
て
い
ま
し
た
。


